
 
 

  

  
  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 校章のデザインは、桑葉に生糸を配したものである。桑樹は、生命力が旺盛にして強靱、生糸は、純

粋無垢、優美高尚の象徴である。即ち、本校の礎が堅固であり、絶えず進展、躍動する青春を意味する。 
2015 年６月 12 日 No.0２(５月号)   岩手県立千厩高等学校 校報(発行者 校長) 

■第 67 回岩手県高校総体 開幕■ 

総合開会式 81 校 約１万６千人集う  

千高生としての伝統と誇りを披露  

理 想 の 翼 
千厩高校［質実剛健・文武両道］校報 

第６７回岩手県高等学校総合体育大会（主な成績） 
１ バドミントン        ２ ソフトテニス 

・女子 ベスト ８       ・女子 ベスト ８ 

３ ボクシング（男子）【図４・５（表彰状）】 

 ・【ライト級】     第３位 千葉裕幸  佐藤雄真 

 ・【ライトウェルター級】第３位 小山大輔 

 ・【ウェルター級】   第３位 菅原元輝 

４ ソフトボール（女子） 第３位【図５（表彰状）】 

   【試合結果】 

・２回戦  千厩１１－２宮古商業（５回コールド） 

・３回戦  千厩１１－０水沢商業（５回コールド） 

・準々決勝 千厩２１－１久慈高校（５回コールド） 

・準決勝  千厩 ０－３花巻東高校 

・決 勝  大東 ０－７花巻東 （５回コールド） 

５ 柔道女子 

・【４８キロ級】    第３位 立身美穂【図５（表彰状）】 

 

  第 67 回岩手県高校総体「総合開会式」は、５月 26 日（火）盛岡

市の県営運動公園陸上競技場で行われ、夏の近畿インターハイを目

指す大会が開幕しました。また、既に終了した陸上、弓道を除く 29

競技が 28 日から県内各地で行われることになっています。 

 本校からは１学年を中心に２０９名が「総合開会式」に参加しま

した。30 度を超える暑さの中でしたが、熱中症等で倒れる生徒も出

ず、スタンドで声をからし精一杯応援をしてきました。今年も千高

生としての伝統と誇りを引き継いだ姿を県下に披露することができ

ました。その整然とした応援態度は、岩手日報の特集にも取り上げ

られるほど立派なものでした。 

本校応援団長の伊藤忍君は、「これまでの努力と千厩高校生として

の誇りを十分に発揮できた。また、団員をしっかり統率でき、他校

とも交流できたのが嬉しい」と胸を張り、誇らしげに話してくれま

した。 

千高生としての心意気を示してくれた生徒諸君はもちろんのこ

と、引率していただいた先生方、本当にお疲れ様でした。 

なお、これに先立ち、５月 18 日（月）生徒総会終了後、第１体育

館にて、第 67 回岩手県高校総体に出場する選手の激励を目的に、壮

行式を実施しました。 

【図１】第 67 回岩手県高校総体「総合開会式」の様子（パノラマ写真） 

【図２】千厩高校応援の様子（平成 27 年５月 27 日岩手日報：掲載許諾済） 

【図４】第３位:ボクシング競技  

【図５】第３位:ボクシング競技、ソフトボール競技、柔道競技（女子個人戦） 

第 67 回県高校総体等（主な成績）  
県高校総体第３位：団体（１）、個人（５） 

【ソフトボール(1) ボクシング(4) 柔道(1) 】 

敬称略 

第 67 回県高校総体前後の大会の主な成績 

Ⅰ 県南支部柔道競技（男子団体全勝優勝、66Kg 級優勝 等 

Ⅱ 2015 年度全日本ジュニア柔道男女体重別選手権県選考会 

４８キロ級 立身美穂さん 準優勝 

【図６】第 67 回岩手県高等学校県南支部総合体育大会（県高校総体予選を兼ねる） 

 

 

Ⅰ 県南支部柔道競技 

 ・実施日：2015/4/23～24 

Ⅱ 2015 年度全日本ジュニ 

ア柔道男女体重別選手権 

県選考会 

 ・実施日：2015/6/6 

 

【図３】千厩高校行進の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図７】千厩夜市での「桑プリン」試食会 

まちの駅１０周年記念スイーツ開発プロジェクト 

第１回目に参加して 
３年生産技術科生活科学コース 芳賀寧々  

千厩町新町振興会から共同でスイーツを開発しようというプロジェ

クトの話しを先生から聞いた私たちは、最初は半信半疑でしたが、説

明を聞くにつれて、責任重大な企画だと思いました。スイーツを開発

するにあたって、千厩らしさ？地域の特産品の活用、新感覚のものっ

て何？等みんなで考え、研究を始めています。 

 第１回目は５月９日の千厩夜市の開催日に行われました。この日は、

私たちの先輩が研究し、商品化されている人気スイーツ「桑プリン」

を調理しました。桑プリンは先輩から引継ぎ、今後も継承していきた

い大切なものです。そして、桑プリンとスイーツに関するアンケート

を実施しました。このアンケートは、これからのスイーツ開発の土台

となるものです。アンケートをとるにあたって、呼び込み、話し方、

聞き方の練習を重ねました。開始前は大きな声を出すことの恥ずかし

さや知らない方に話かける不安がありましたが、２時間で９０人以上

の方に試食していただき、アンケートをとることができました。人前

に立って何かするというとても良い経験ができました。 

 次回は、７月になります。このような経験ができる機会を与えてく

ださったことに感謝し、スイーツを提案できるよう研究していきます。                     

 

■ まちの駅１０周年記念 ■ 

スイーツ開発プロジェクト  

主催：協同組合 千厩新町振興会 

１ 後 援 

  一関市、一関商工組合、千厩まちづくり（株）、新町自治会 

２ 目 的 

  当地域の次世代を担う高校生と共同で特産品開発を行うことによ

り、地元商店街の置かれている状況等を理解していただくとともに、

高校生のもつ自由な発想をこれからの商店街づくり、地域活性化の

参考としていく。また、高校生が地域活動に積極的に参加すること

で、地域への愛着・郷土愛が醸成され、若者の都市部への歯止めと

なることを期待し事業を実施する。 

３ 事業内容 

 ①本校生産技術科と共同して地域の特産品となるスイーツの開発 

 ②「まちの駅 10 周年記念祭」での発表 

 ③試食会を「千厩夜市」「千厩夏まつり」等で実施 

 ④アンケートに基づき改良を加え特産品としてのスイーツの開発 

【図８】千厩夜市での「桑プリン」とスイーツに関するアンケートの実施 

■チーム対抗田植え大会■ 

場 所：千厩高校農場水田 

期  日：2015/5/27（水） 

■こひつじ幼稚園との交流学習■ 

期  日： 27 年 5 月 28 日(木)  

内 容：サツマイモの苗を定植 

チーム対抗田植え大会は、農業体験を通じて交流を深める千厩 

高校恒例のイベントで、本校生産技術科の農業クラブが主催してい

ます。生徒や職員、ＰＴＡ、千厩ロータリークラブなどから３人１

組の１４チームが参加し、リレー方式で対戦しました。 

 主催した農業クラブの藤原京香会長（３年）は、「生徒が学科の枠 

を超えて交流する恒例行事であり、みんなが本気で頑張ることによ 

り一体感が生まれるところがすばらしい」と話していました。 

【図９】チーム対抗で苗を植える田植え大会の参加者 

【図 10】サツマイモの苗植（左）別れを惜しむ園児と生徒（右） 

■平成 27 年度東北地区情報技術教育研究会■ 

期日：２７年６月１１･１２日 

会場： 横手セントラルホテル 

【図 11】会場（準備中）（左）多機能型セキュリティロボット（郡山北工業高校製作）

（右） 
工業系の先生方の指導力向上を目的とした「平成 27 年度東北地 

区情報技術教育研究会第 41 回総会並びに研究協議会」に、本校から

校長（会長）、小野寺大介先生、そして佐藤朗先生の３名が参加しま

した。佐藤先生は、岩手県代表として、『３Ｄプリンタの紹介と実例』

をテーマに研究発表を行いました。発表では、市長へ紹介したとき

のエピソード、トラブル対処法、そして実習での取り扱いなど、こ

れから購入を考えている学校にとって有益で貴重な情報を発信する

ことができました。 

 全国的に関東と東北地区の研究レベルが高く、多機能型セキュリ

ティロボット「ProROBO」の製作を通して、工業高校から世界へ挑戦

し、「第５回国際ナノ・マイクロアプリケーションコンテスト」で 

First Prize を受賞した発表（福島県）が大変参考になりました。 

 なお、全国大会は７月 30･31 日に熊本市で開催される予定です。 


